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母子保健学演習Ｂ 佐藤　奈保

Practice in Child and Women's Health Science B 　

2 後期 火曜･５時限 火曜･６時限 母子保健学ユニット／１年次 

　 演習 選択科目

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HM保健学分野ｶﾘ, 2025HM保健学分野ｶﾘ, 2024HM保健学分野ｶﾘ, 2023HM保健学分野ｶﾘ

【専攻】医学・保健学研究において基礎・応用・臨床の枠を越 自律的に文献を収集し、それらを分析・検討することができる。
え、課題の本質を見抜き解決方法を見出す洞察力

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

・生殖補助技術，出生前診断，新生児医療，リプロダクティブ・ヘルス／ライツなど，従来の母子保健
学領域で扱われてきた主題にとどまらず，エンハンスメント，ヒト胚利用，遺伝医療，再生医療なども
射程に入れ，女性・子ども・家族の健康問題をめぐる生命倫理問題について，多様な価値が存在するこ
とを認識し，先行研究をふまえて自らの見識を高める。
・文献の講読と批判的検討を通して，情報収集と分析の能力を身に着けることで，自らの研究課題を適
切に選定し，また研究課題を深めるための方法論および各種条件整備についても学び，研究を自主的か
つ自律的に遂行する能力の基盤を涵養する。

(3)授業の概要
/Overview of 
course

・母子保健学領域を中心に，女性・子ども・家族の健康問題をめぐる生命倫理問題を幅広くとらえて，
受講学生とともに国内外の重要文献を選定し，それらの内容および背景等を検討する。
・毎回，最低一つの文献を取り上げ，受講学生はその文献についての要約と自らの見解をまとめプレゼ
ンテーションをする。

(4)授業計画
/Course plan

女性・子ども・家族の健康問題をめぐる生命倫理問題について,受講学生と共に文献を選定し検討する。
第１～４回　生殖補助技術，リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する文献を選定し検討する。
第５～８回　出生前診断に関する文献を選定し検討する。
第９～１２回　新生児医療に関する文献を選定し検討する。
第１３～１４回　上記テーマ以外から受講学生の興味関心に基づいて選定した文献を検討する。
第１５回　受講学生が最も興味を持った領域の複数の文献を比較検討する。　

(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

第１回から第１２回までのプレゼンテーションとディスカッションの内容を各6点，第１３回から第１４
回を各8点，第１５回を12点で採点し，合計100点満点で評価する。合計が60点未満は不可とする。

プレゼンテーションとディスカッションの内容の評価基準は次の通り。
(ⅰ)問題点の抽出が適切である，
(ⅱ)問題点の背景を説明できている，
(ⅲ)その問題点にどのような課題があるのか指摘できている，
(ⅳ)それらの課題に対して既存の学説などが提示する解決法を適切に把握できている，
(ⅴ)その上で自分の見解を提示できている。
(i)から(ⅴ)の内，3項目できていれば「水準にある(可)」，4項目できていれば「やや上にある(良)」，
全て満たしていれば「かなり上にある(優)」，全て満たした上で，さらに教員を感心させるレベルにあ
れば「卓越している(秀)」。

(6)履修上の注意
・事前事後学習
の内容・テキス
ト・教材・参考
書/Notes/Prep 
and review 
work/Textbook(s)/
Reference work(s)

日時は火曜日５・６時限目とは限らず不規則になりますので，授業開始前にメール　
mtamai@shinshu-u.ac.jpで個別にお問い合わせください。

事前学習：次回の授業に関する課題を毎回提示します。
事後学習：前回の授業内容および提示課題に関する質問を毎回行います。

授業前後に最低１時間程度の自己学習を行うことが望ましいと考えます。

教科書はとくに指定しません。参考書等は、授業展開中に紹介します。

(7)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

オフィスアワーは原則として水曜日12：10～13：00（長期休暇中を除く）です。
質問等は，メール　mtamai@shinshu-u.ac.jp　にて随時受け付けます。
必要時の面談等の申し込みも上記で随時受け付けます。
メールは学籍番号と氏名を明記の上で送信してください。 
３日以内に返信がない場合は再送信をお願いします。
玉井研究室は、保健学科南校舎１階にあります。

(8)授業の形式
/Course format

文献購読，プレゼンテーション，および意見交換を中心に進める。


